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【目的】 

本邦の診断参考レベル（diagnostic reference level : DRLs2015）が新しく改訂され、2020年

に診断参考レベル（以下、DRLs2020）が示された。ICRP Pub.135ではマンモグラフィの線量管理

はオペレータの技量を含めた評価が必要であり、臨床における患者の線量データを用いることが推奨さ

れていることから、DRLs2020でも臨床データに基づく 2Dマンモグラフィの平均乳腺線量 1.4 mGy

が示された。そこで、当院で使用している乳房 X線撮影装置（富士フイルムメディカル社製：AMULET 

FDR MS-1000）の表示平均乳腺線量（以下、表示値）と実測値を比較したので報告する。 

 

【方法】 

PMMA ファントムを配置し、臨床条件と同じAutoで撮影を行い、管電圧、ターゲット/フィルター、

ｍAs 値を記録し、測定時の撮影条件を設定する。乳房撮影精度管理マニュアルに準じ平均乳腺線量の

測定を行う。線量計は電離箱線量計と半導体線量計を用い、PMMA ファントム 20 ㎜から 70 ㎜の表

示値と実測値の比較を行う。 

 

【結果】 

 Table.1 に厚さごとの電離箱線量計、半導体線量計、表示値の平均乳腺線量の結果を示す。PMMA40

㎜では、表示値が 1.7ｍGy、電離箱線量計での実測値が 1.47ｍGy 、半導体線量計が 1.48ｍGy とな

った。Fig.1 に電離箱線量計の値を 1 とした時の相対値を示す。PMMA ファントムの厚さによらず、

平均乳腺線量の値は表示値の方が約 1.2 倍高い値を示した。また、電離箱線量計と半導体線量計の値を

比較するとほぼ同じ値を示した。 

 

Table.1:平均乳腺線量の実測値と表示値            Fig.1:電離箱線量計に対する相対値 

【結語】 

今回、当院で使用している装置の表示値と実測値を比較したが、表示値は実測値よりも高い値を示し、

患者の被ばく管理においては安全側で管理できる。現在当院では、定期的な品質管理は電離箱線量計を

使用しているが、簡便に測定できる半導体線量計でも管理するうえで信頼できる値を示すことが分かっ

た。今後マンモグラフィの撮影において線量管理が求められることを見据え、自施設の線量管理に努め

たい。 


